
1．適　用　範　囲
本資料は山岳土木において，無水掘工法無水掘工法無水掘工法無水掘工法((((圧密削孔圧密削孔圧密削孔圧密削孔＝＝＝＝BBBBタイプタイプタイプタイプorRorRorRorRタイプタイプタイプタイプ))))にて削孔を行い，

アンカー鋼材にて引張力を地盤に伝達するロックアンカー工・ロックボルト工に適用する。

１．自由長が10ｍ以下
２．削孔径が66ｍｍ以上116ｍｍまで

（注）活用する上で事前検討が必要な場合　
　1．自由長が10m以上
　2．削孔径が66ｍｍ以上116ｍｍまでの礫質土、転石・玉石・中硬岩以上を削孔する場合
　　　　なお、事前検討については、開発者責任により無償でさせていただいております。
　　　　また、被圧地下水等現場状況により、協議できるものとします。

2．施　工　概　要
施工フローは，下記を標準する。

（注）　1．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。（「足場設置」は数量のみ）
　2．鋼材とはロックアンカー工の場合アンカー鋼材を指し，ロックボルト工
 　   の場合鉄筋を指す。

3．施　工　歩　掛
3-1　削孔
（1）歩掛の適用範囲

削孔は，ボーリングマシンボーリングマシンボーリングマシンボーリングマシンのののの据付据付据付据付・・・・撤去撤去撤去撤去・横移動・上下移動上下移動上下移動上下移動，ボーリングマシンによ
るアンカー孔の削孔およびロットの引抜きである。なお，積算においては，土質ごとに
積上げを行うこととする。

（2）使用機械

単位 数量
台 1
台 1

（注）ロックアンカー工の場合7Wを，ロックボルト工の場合5Wを使用する。

（3）編成人員
編成人員は，次表とする。

（人/日）
特殊作業員

11

ロックアンカー工・ロックボルト工〈無水掘工法〉

使用機械は，次表とする。
表3.1.1　機種の選定

世 話 役

名　　称

超軽量電動削孔機超軽量電動削孔機超軽量電動削孔機超軽量電動削孔機　　　　　　　　5555WWWW ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ工

規　　　　　　格
超軽量電動削孔機超軽量電動削孔機超軽量電動削孔機超軽量電動削孔機　　　　　　　　7777WWWW

備考
ﾛｯｸｱﾝｶｰ工ボーリング

マシン

計
4

表3.1.2　編成人員
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（4）歩掛（施工日数）
施工日数は，次表とする。

（日/10ｍ）

90
116
126
136
66
76

90

（注）　1.呼び径とは，ビット径（mm）をいう。
　　　　2.超軽量電動削孔機クローラタイプを選定する場合は，上表の施工日数に0.8

 を乗じた数量を適用する。
　　　　3.転石等土質条件が上表区分に適用しないと判断される場合は，別途考慮する。
　　　　4.呼び径90mmの硬岩・コンクリートはすべてロックアンカー工の歩掛となる。
　　　　5.ＣＭＰカンプリート工法（削孔スライム自動集塵搬送システム）を併用の場合

は別途お問い合わせください。
　　　　6.上表上表上表上表ははははボーリングマシンボーリングマシンボーリングマシンボーリングマシンのののの横移動横移動横移動横移動・・・・上下移動上下移動上下移動上下移動すべてをすべてをすべてをすべてを含含含含むむむむ。。。。
　　　　7.地下水地下水地下水地下水のののの動向把握動向把握動向把握動向把握によりによりによりにより排水排水排水排水ボーリングボーリングボーリングボーリング等等等等のののの対策対策対策対策をををを必要必要必要必要とするとするとするとする場合場合場合場合はははは，，，，別途別途別途別途

　考慮考慮考慮考慮するするするする。。。。

（5）削孔材料損耗量
削孔材料の損耗量は，次表とする。

（削孔10m当り）

（6）諸雑費
諸雑費は本工法の技術開発費であり、労務費・機械損料・及び削孔材料消耗料の

合計額に次表の率を乗じた額とする。
（％）

3-2　アンカー鋼材および鉄筋の加工・組立，挿入
3-3　グラウト注入打設（ロックアンカー工） 標準積算に順ずる。
3-4  緊張・定着・頭部処理

3-5　足場工
（1）歩掛の適用範囲

足場工は，ボーリングマシン据付の架台となる足場材の設置および撤去作業である。
ただし，クローラタイプを選定する場合は適用しない。

（2）　施工歩掛
標準積算に順ずる。

（3）　数量算出方法
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表3.1.4 無水掘削孔材料損耗量
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0.01ボーリングロッド 0.01

7W
表3.1.5 諸雑費率

ボーリングマシン型式 5W
17諸雑費率

ｸﾛｰﾗﾀｲﾌﾟ

0.49

0.28

0.06

硬　岩

0.72
0.770.61

・・・・作業面作業面作業面作業面のののの足場幅足場幅足場幅足場幅はははは，，，，1111....6666mmmmをををを標準標準標準標準とするとするとするとする。。。。((((従来従来従来従来のののの約約約約1111////5555空空空空mmmm 3333 ））））
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表3.1.3　土質別施工歩掛

1.6m(無水掘工法）/4.5m（従来工法）


